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1.緒 言

スキルは習慣的なスキルと知覚的なスキル

に分類 される.ボ ールスキルの遂行は一般的

には知覚的スキルに属していると言われてい

る.ま た,ボ ールスキルに含まれる運動は大

部分が瞬間的な運動であり,あ らか じめプロ

グラ ミングされた運動であって,い ったん開

始されると,実 行の途中で環境からなんらか

の情報があっても,こ れに対処することがで

きないまでに自動的に行なわれる運動である

とも言われている.こ れは,ゲ ームの場面で

は知覚的スキルがボールスキル遂行には重要

な役割を示しているといえるが,練 習の過程

においてはこのようなスキル遂行が発揮でき

る習慣的スキルの習得が必要になってくると

いえる.ゲ ームにおいてスキルを十分に発揮

するためには,よ く基本を見につけるとか,基

本に戻れとか言われるのはこのような理由に

よるものと考えられる.バ スケットボールに

おいて習慣的スキルに属するのは,遂 行の形

態から考えると,シ ュー ト・パス ・ドリブル

の基本技術である.ま たそれぞれの技術の練

習には基本的な要領を身につけるための練習,

動きの伴った練習,対 的動作の中での練習と

いう発展過程がある.今 回取 り上げたパス,

ドリブルの技術 はその中でも発展性の高い技

術であり,基 本的要領を一層正確に捉える必

要のある技術といえる.技 術を分析 し,客 観

化 しようとする試みは運動を科学的に理解 し,

効果的な指導法を考える上で重要な役割を果

たすものであるとわいれているように,基 本

的要領を習得する上での指導上の留意点を科

学的に明らかにすることが必要になってくる

と考えられる.

本研究では全体の運動過程を,い くつかの

部分過程 に分割 して,分 習法による学習を行

なう場合に,分 割の区切 り方によって,全 体

の目的達成の効果に大きな差異が生 じること

が予想 されることから,パ スと ドリブルのコ

ン トロールについて技術習得に影響を及ぼし

ている要因として,身 体の巧な使い方に着目

してのスキルテス ト,動 作の欠点を探るため

にVTR観 察法を用い,ボ ールコントロール

能力に係わる要素について留意 しなければな

らない点を見い出すことである.

2方 法

1)被 験者

被験者はすべて文教大学女子学生であり,
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バスケットボール部に所属 し,レ ギュラー9

名(熟 練者上位群),準 レギュラー12名(下

位群)を 熟練者群とした.ま たそれと比較す

る未熟練者として,同 大学体育会に所属する

部員でバスケ ットボールの絳験が体育授業以

外に無い者15名(未 熟練者群)の 計36名 であ

.る.

2)調 者項目と方法

パス運動をa)上 体のみで行なえるようい

すに座った状態,b)上 体だけではなく下半

身のバネを利用できる両足をそろえた直立の

状態.c)a),b)に 加え重心の移動を利

用できるワンステップを使用 した状態,d)

重心をさらに積極的に利用できるワン ドリブ

ルを利用できる状態の各場面を設定 し,お の

おの投力を測定した.

ドリブル運動においては,文 部省運動能力

テス トのジグザグ ドリブルテス トの実施方法,

場面とも同様とした.た だし使用 したボール

は7号 バスケットボールである.e)コ ース

をボールを介 さないジグザグラン,f)両 手

のコ之ビネーションによるジグザク ドリブル,

g)利 き手だけによるジグザグ ドリブル,h)

非利き手だけのジグザグ ドリブルの各項 目に

ついて所要時間を測定 した.

チェス トパス動作についてはc)の 要領で

横,正 面か らそれぞれVTRで 撮影 し,捕 球

動作,投 球動作に分け,そ れぞれの留意点を

あげてチェックリス トを作成 し,3段 階法に

て評価 し得点化 した.

3)調 査期日

調査 は1984年7月 に体育館にて実施 した.

m

上 位 群

下 位 群

SD

%

X

SD

%

項 目

0.782

7.22

0.467

a

0.932

124.7

9.03

0.857

125.1

b

1.010

138.2

9.95

1.138

137.8

C

1.399

165.2

11.21

1.921

155.3

d

3結 果と考察

(1)パ ス投力について

チェス トパス投力をa)上 体のみで行なえ

るよういすに座った状態,b)上 体だけでな

く下半身のバネを利用できる両足をそろえた

状態c)a),d)に 加え重心の移動を利用

できる状態としてワンステ ップを加える.

図表1チ ェス トパス投力

表1各 項目のt検 定

t a b C d

a ＼ ** ** **

b ＼ * **

C ＼ **

d ＼
(注)**p<0.01,*p<0.05

d)重 心をさらに積極的に利用できるワン ド

リブルを使用できる状態の測定結果が図表1

である.チ ェス トパスの投力はt検 定(表

1)で ほとんどすべての項目間に有意差が見

られ,上 体だけでなく,下 半身,さ らに重心

の移動を伴った方法や ドリブルを使用するこ

とによって成績が良くなっている.各 項目間

の増加率をみると上体だけでなく,下 半身の

コンビを使用 した時には約25%距 離が伸びて

いる.さ らに重心の移動を伴 うと約40%,ド

リブルを使用すると約55%の 伸びがみられた.

熟練者上位群と下位群 との比較か ら見ると
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a)～e)の 傾向は似ているが,ド リブルを

使用 してのパスになるとその傾向に差異が見

られてくる.

チェス トパスの基本要領を習得する練習は,

ステップを使用 した対面パスがフォーム作 り

などに有効であると考えられるが,身 体の動

きを静止の状態か らうまく活用 してスピー ド

を高めていくのに対し,ワ ンドリブルを使用

したパスは身体の動きを動の状態から活用し

ているという点で違っている.プ レーの一場

面で必要な技術は後者であることからも,基

本的要領を習得する練習においてはより積極

的な重心の移動を伴った方法が望まれる.ワ

ンドリブルを使用 してのパス動作を分析 して

みると,ボ ールを突きだして,床 か らはね返

ってくるボールのスピー ドをうまく利用する

ことと,そ の動作に伴ってくるステップを有

効に利用出来 るかという技術が伴ってくる.

これらの技術遂行の成否には身体各部のコン

ビがとれているかということと,ボ ールを正

確にキャッチできるかが関与されてくる.特

に上位群にも見 られることとしては,ボ ール

をキャッチするタイミングによって飛距離に

差が生 じていることである.キ ャッチは習慣

的スキルというよりは,知 覚的スキルの分野

に属すると考えられるので,パ ス動作 をより

よく遂行するためには,キ ャッチ時にボール

を正確に把持することと,ボ ールの勢いを利

用することが大切 であり,b),c)の 試行

の際にも,イ メージとしてボールをキャッチ

した時からの一連の動作をイメージして行う

ことが、パスの能力を高める留意点の一つと

してあげられる.

(2)ド リブルについて

ドリブルスキルテス トの結果は図表2で あ

る.ド リブルが習慣的スキルであるか知覚的

スキルに属するかは,過 去の調査結果から,

判断を要する ドリブルとコースを規定 した ド

リブルとの間に関係が見られなかったことか

ら技術の発揮の仕方に違いが見られ,ジ グザ

sec

15

14

13

12
一

11

上位群

十

X 10.34 11,24 12.20 13.01

SD 0.283 0.497 0.643 0.522

% 108.7 118.0 125.8

下位群

0

X 10.23 11.53 12.53 12.94

SD 0.425 0.521 0.434 0.569

% 112.7 122.5 126.5

未熟練

者 群

a

文 11.77 14.00 14.47 15.59

SD 0.481 0.839 0.925 0.884

% 118.9 122.9 132.5

項 目 e f g h

図表2ド リブルスキルテス ト

グ ドリブルはパスに近い,習 慣的スキルに属

すると考えられる.ド リブルにスピー ドがな

い欠点としては,ド リブルの時だけでなく,

基礎的に脚力が弱く,走 る力が不足 している

場合と,走 力は人並以上にあるが ドリブルの

方法が悪 くてスピー ドを出せない場合がある.

熟練者群,未 熟練者群共に体育会所属 クラ

ブ員であり,走 力にはあまり差がないと思わ

れるが,ジ グザグランには顕著な差が見 られ

る.ボ ディコントロールに習慣化された差が

出たものと考えられる.ボ ールを介 した場面

になると,熟 練者群は8.7%～12.7%の 増加

に対 し,未 熟練者群は2倍 近い18.9%の 増加

を示 しており,自 己の持っているスピー ドを

技術の発揮の中で生かせるかどうかが ドリブ

ル技術の獲得に必要なことといえる.
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表2投 球動作の対象別の項目高得点順位と平均点

未熟練者群 上 位 群 下 位 群

項 目 順 位 平均点 順 位 平均点 順 位 平均点

パスす る方向を見 る i 3.0 一 一 一 一

胸の前か らパ スをす る
2 2.7 9 2.6 9 2.1

つ ま先 がパ スをす る方 向を 向いている 3 2.6 5 2.8 9 2.1

あごを引 く 4 2.3 11 2.2 5 2.3

肩の高さに腕を伸ばす 5 2.・1 7 2.7 3 2.7

左右の腕を平行にのばす 5 2.1 7 2.7 5 2.3

ボールを構えなお さな い 7 1.7 10 2.3 11 LS

手首の スナ ップを利用す る 8 1.5 3 2.9 5 2.3

軸足をまげる 8 1.5 i 3.0 1 3.0

上体と下体の協応がある io 1.4 is 2.1 12 1.6

踏み出し足をまげる 11 1.3 3 2.9 3 2.7

重心の移重がある 11 1.3 13 1.9 13 1.4

肘 をは らない 11 1.3 1 3.0 2 2.8

腰 が低 く安定 している 14 1.0 5 2.8 5 2.3

次に,ジ グザグドリブルを利き手だけ,非

利き手だけ,両 者のコンビネーションによる

動作のそれぞれについて測定 した.ス キルの

良否を判断するには利き手と非利き手のタイ

ム差が少なく,さ らに利き手とコンビの間に

有意差が見 られた時,コ ンビとしてうまく発

揮できているといえる.ま た,利 き手と非利

き手のタイム差に有意差が見られるといった

一方の能力の著しい低下が見 られるのはコン

ビ動作に悪い影響を与えると考えられる.表

2か ら,未 熟練者群においてはコンビと利き

手間に有意差が見られないことから,コ ンビ

動作としてのコオディネーションが悪いと考

えられる.各 群共に利き手と非利き手との間

に有意の差が見 られることから,左 手の使い

方もコンビの成績に影響を与えていると考え

られる.

技術書によるドリブルでスピー ドを出せな

い欠点としては肘を中心にボールをたたく,

ステップする前に突いたり,手 のひらの方向

が悪い,ド リブルがこまかすぎるか,大 きす

ぎることによって不自然なステップになる.

非利き手 ドリブルでは,肘 を外側にはり,前

腕だけでコントロールしようとする.ボ ール

の突き出しが弱 く不安定になる等であった.

本調査において顕著に見 られた欠点は熟練者

群ではボールの押 し出しが強すぎ,ド リブル

がこまかすぎて,ス テップとの協調がなされ

ていないこと,非 利き手 ドリブルでは右手が

遊んでいてぎこちなさが見 られた.未 熟練者

群では肘を中心にボールをたたくでボールと

の接触時間が短すぎること,非 利き手 ドリル

ブルではボールの突き出しが弱 く不安定にな

る傾向が見 られた.

(3)チ ェス トパス動作のフォーム分析

動作のスキルの良否を評価する方法として,

制限条件による客観的なデータの差による分

析と熟達者による観察評価を用いる方法があ

る.こ の頃では動作をVTRに 記録 し,ス

ローモーション等を使用し,繰 り返 し観察す

る後者の方法をとった.得 られた結果をより

客観化するためにパス動作を遂行 していく上

において必要 と思われる観点についてのカテ

ゴリーを作成 し,お のおの五段階で判定 し,
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表3捕 球動作の対象別の項目高得点順位と平均点

未熟練者群 上 位 群 下 位 群

項 目 順 位 平均点 順 位 平均点 順 位 平均点

ボールか ら目を離 さない 1 3.0 一 一 一 一

胸 にボ ールをひきつ ける 2 2.5 2 2.9 4 2.5

両ひざをまげる 3 2.3 i 3.0 1 2.7

胸の前で捕る 4 2.1 6 2.6 5 2.2

ボールが来る方 向へ腕を伸 し構 える 5 1.7 2 2.9 1 2.7

肘 をまげなが らボールの勢 いをとめる 6 1.3 5 2.8 6 2.0

数量化 して比較する方法を採用 した.そ の結

果は表3で ある.

カテゴリーの作成段階ではパス動作を捕球

動作 に関する項目と投球動作に関する項 目に

分類 した.そ して,お のおの上体,下 体,

ボールの保持,コ ンビに分類して作成 した.

未熟練者群において,平 均点を下回った項

目はボールを構えなおさない,手 首のスナッ

プを利用する.軸 足をまげる.上 体と下体の

協応がある.踏 み出し足をまげる.重 心の移

動がある.肘 をはらない,腰 が低 く安定 して

いるである.こ れらの項目の中で,熟 練者群

にも低得点が見 られたのは重心の移動がある

の項目であるが 「多くのパスは重心の移動の

方向へとんでいく」,「重心の移動をする方向

がパスの方向と一致 し,そ の移動する長さが

長ければ長いほど正確なものになる」意見も

あるが,熟 練者にとっては重心の移動する方

向でない方向へとんでいく,モ ーションの小

さいフェイン トパスが実践の場面では有効と

され,レ ベルの高い技術として習得 されてい

る結果と思われる.

熟練者群の中でも上位群 と下位群に差がみ

られるのはボールを構えなおさない,上 体と

下体の協応があるの項 目である.ボ ールを構

えなおさない項目においては捕球時に送球し

やすいようなボールの保持ができていないこ

とが影響されていると思われる.

熟練者群と非熟練者群との比較で相反する

評価が得 られたのは,肘 をはらない,軸 足を

まげる,踏 みだし足をまげる.手 首のスナッ

プを利用する項目である.肘 をはらないの項

目は未熟練者群にとってボールを構えなおさ

ない項目と共通して,捕 球の悪さを示 してい

る.ま た,軸 足をまげる,踏 み出し足 をまげ

るは腰の安定が悪いことに関連して,上 体だ

けのパスが行われていることを示している.

送球動作の欠点をあげると,下 半身を有効に

使えない結果,上 体だけのパスになり,手 首

のスナップを利用できないことも重 なり,

ボールを両側からおさえて押し出す結果とな

り,肘 をはったフォームになると考えられる.

観察時に気ずいたことの中に,ボ ールを保持

する時,親 指とひとさひ指の角度が,熟 練者

が鋭角なのに対し,未 熟練者は鈍角になって

いる.こ のことが肘をはる一因になっている

ものと考えられる.

捕球動作において未熟練者群に低得点が見

られた項目はボールが来る方向へ腕 をのばし

て構える,肘 をまげながらボールの勢いをと

める項 目である.捕 球をするには構えの段階

で 「かたくならず,腕 に力を入れないで,自

然の状態にしておく」,「捕球後ただちに次の

行動がスムーズにできるような態勢でキャッ

チすることが望ましい」,「ボールに手が触れ

る瞬間,両 手をのばした姿勢から,ボ ールの

スピー ドに応 じて両腕 をひきつける」等の観

点があげられているが,未 熟練者群にとって

は身体の使い方よりも,ど ちらかというと飛

んで来るボールに対応する能力,飛 行曲線,
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スピー ドの予測に関係している要素が習得に

必要なことと考えられる.

4要 約

チェス トパスの基本的要領を習得する上で

の留意点は身体各部のコンビネーションがと

れていることが必要であると同時に,保 持 し

ているボールに対 し、前方 とか,床 からはね

返って くるボールの勢いをうまく利用するこ

とが大切であると言える.ボ ールを保持 した

状態か らパスを行うには,保 持 している位置

か らパスをするのでな く,キ ャッチ したイ

メージを描きながらボールを送球する.身 体

の内部感覚をうまくとり入れることが大切で

あるといえる.こ のことによって,フ ォーム

において見られる欠点を矯正する方法と併用

して単にフォームを模倣 させるだけでなく,

自己受容の筋感覚に訴える感覚的指導が効果

的になってくると思われる.さ らにその指導

につけ加えて,部 分練習をどのように効果的

に取 り入れるかについては,フ ォームの欠点

を矯正する上で必要と思われるが,留 意する

点は捕球からの一連の動作としての練習が必

要で,捕 球時にボールを構えなおさないで送

球できる.捕 球時のボールの勢いをうまく利

用する点があげられる.

ドリブルの基本的要領を習得する上での留

意点は自己のスピー ドを最大限ボールを介 し

た場面で生かせるかである.ド リブルにおい

て欠点を矯正する部分練習としては,欠 点と

して,顕 著に見 られた肘を中心にボールをた

たくに対してはボールの接触時間を長くする,

利き手,非 利 き手のコンビを習得するために

も,非 利 き手での練習も効果的であると言え

る.ま た,熟 練者群に見 られた,押 出が強 く,

こまかすぎてステップを早 くせざるを得ない

欠点に対 しては,ジ グザグランで用いたステ

ップでボールを介 した場面でも,同 様なステ

ップで行なえること,ボ ールを押 し出す力を

調節すること,そ のスピー ドにあった地点へ

ボールを送り出す方向の選択などの内部感覚

へ訴えるだけでなく,そ の場面に合わせ られ

る知覚的な面からの指導が大切であると思わ

れる.

パス ・ドリブルの基本的要領を習得させる

ための指導上の留意点としては,身 体各部の

協応をよくすることであるが,制 限条件をつ

けた部分練習をして,そ の欠点がどこにある

のかを見い出すこと,単 なる模倣だけでなく,

ボールか ら受ける力に対 して筋感覚に違いが

分かる感覚的指導を取 り入れること,ボ ール

のスピー下,方 向などを判断する知覚的スキ

ルの習得にも力を注ぐことが大切である.

本調査を終えて,感 覚的指導を行なう時に,

本稿で述べた項目そのもので,生 徒に対 し言

語的ア ドバイスができるかどうかについては,

まだ適切な表現を見い出す必要があり,生 徒

に理解されやすい言葉にするのが,今 後の課

題といえる.

最後に本調査に協力して頂いた,学 生諸君

に感謝の意を表 したいと思います.
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